
 
（１） 台形 PQFD と台形 EBRQの高さの比が 2:1 なので、 

それぞれの（上底＋下底）の値が等しくなったとき、面積比

も 2:1 になります。 

線分 PQの中点と辺 CDの距離は台形 PQFDの上底と下

底の平均であり、線分 QRの中点と辺 ABの距離は台形

EBRQの上底と下底の平均です。よって、「線分 PQの中点

と辺 CDの距離」と「線分 QRの中点と辺 EBの距離」が最

初に等しくなるときが（１）の答になります。 

PQの中点を S とすると、Sは最初 DFから、 

302)868(  （cm） 

の距離にあり、そこから毎分 

5.326213  （cm） 

の割合で辺 AD と平行に左に進みます。 ※（図１）参照 

QRの中点を T とすると、T は最初 EBから、 

472)2668(68  （cm） 

の距離にあり、そこから毎分 

523213  （cm） 

の割合で辺 AD と平行に左に進みます。 

「線分 PQの中点と辺 CDの距離」と「線分 QRの中点と辺

ABの距離」が等しいということは「S と線分 DFの中点との

距離」と「T と線分 EBの中点との距離」が等しいのと同じこ

とです。 ※（図２）参照 

旅人算の要領（最初にあった差を S と T で協力して埋めて

いく⇒出会い）で、以下の式で求めることができます。 

2)55.3()3047(  （分後）…（答） 

 

 

（２） PR と EFの交点を U とします。 

最初 Uは E から、 

14
21

12628





（cm） （公式を利用しています） 

の位置にあり、 ※（図３）参照 

毎分 

5
21

1326





（cm） （上と同じです） 

の割合で Fに向かって進みます。 

U と Qが出会ったときに３点 PQRがはじめて１直線上にな

らぶので、 ※（図４）参照 

3)135()1468(  （分後）…（答） はじめてならぶ 

 

２回目は Qが折り返した後ですが、Pが折り返す前か後か

がわかっていないので、まずは PがDに到達したときの３点

の位置関係を確認します。Pが Dに到達するのは、 

10660  （秒後） 

です。 

   ★今週の１題★  点の移動  ～解説～ 
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そのとき Qは Fから 

61013268  （cm） 

のところに位置し、Rは Cから 

1210342  （cm） 

のところに位置しています。 ※（図５）参照 

直線 QR と辺 ADの交点を V とすると、VDの長さは 

  32112)21(6  （cm） （さきほど使った公式の

逆算です） 

なので、まだ３点は１直線上にならんでいません。 

Vは毎分 

182)13313(  （cm） （上と同じです） 

の割合でDに向かって進みます。PとVが出会ったとき３点

P、Q、Rが２度目に１直線上にならぶので、以下の式で求め

ることができます。 ※（図６）参照 

5.760)186(3  （秒） 

秒分秒分 5.7105.710  …（答） ２回目にならぶ 

 

 

 

 

※公式 

数直線上の２点 X、Y（X＜Y）を b:a に内分する点 Zの値 

ba

aYbX
Z




  

なぜこの公式が使えるのかは自分で考えてみてくださいね。 

中学に入ると「関数」という分野でこれと同じことを習います。 
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